
等級及び職制上の段階ごとの職員数（平成２９年４月１日現在）行政職給料表（一） （人） （％） 職名 （人） （人） （％） 段階事務職員 50技術職員 9計 59事務職員 48技術職員 33業務員 11計 92主任 52業務主任 9計 61係長 52館長 2所長 2次長 2保育所副所長 6幼稚園教頭 2業務係長 7計 73課長補佐 40室長 3所長 3次長 3寮長補佐 1場長 1水道局次長補佐 3保育所長 7幼稚園長 2計 63部次長 2支所長 2会計管理者 1水道局長 1課長 28所長 3局長 2出納室長 1水道局次長 1議会事務局次長 1計 42理事 1技監 1市長公室長 1部長 6危機管理監 1議会事務局長 1計 11合計 401 100

73
63

611561２級
内訳合計 職制上の段階等級別基準職務表に規定する基準となる職務等級 定型的な業務を行う職務１級 1559 2392特に高度の知識又は経験を必要とする業務を行う職務 係員級151

３級
４級 係長の職務 73 18

主任の職務

５級 課長補佐の職務 63 16

部長の職務
６級 次長又は課長の職務 1042 次長・課長級10

3 部長級７級 311 11
42

係長級
課長補佐級

18
16

主任級15
38



等級及び職制上の段階ごとの職員数（平成２９年４月１日現在）特定任期付職給料表 （人） （％） 職名 （人）計 0危機管理課参事 1危機管理課専門主幹 1計 2計 0計 0計 0合計 2 100５号給 特に高度の専門的な知識経験を有する者がその知識経験を活用して特に困難な業務で重要なものに従事する場合
４号給 特に高度の専門的な知識経験を有する者がその知識経験を活用して特に困難な業務に従事する場合
３号給 高度の専門的な知識経験を有する者がその知識経験を活用して特に困難な業務に従事する場合
２号給 高度の専門的な知識経験を有する者がその知識経験を活用して困難な業務に従事する場合 2 100

内訳１号給 高度の専門的な知識経験を有する者がその知識経験を活用して業務に従事する場合等級 等級別基準職務表に規定する基準となる職務 合計


